
■回答者数： 15名(回答率38%)
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●利用者様の満足できていない点を集計して順位付けをしました。またそれぞれへの対応・改善策を返答形式で示させて頂きました。

平成30年度利用者アンケート結果（公表）
平素よりマリリンスポーツ塾初台をご利用いただきありがとうございます。厚生労働省により定められた「放課後デイサービス・ガイドライン」に基づき、

先日ご協力いただいたアンケートの結果の公表と、頂いたご意見をもとにマリリンスポーツ塾初台における対応策・改善策を描きにお示し致します。
2019年度も引き続き気持ちよくご利用して頂けるよう努めて参りますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

児童発達支援・放課後等デイサービス　マリリンスポーツ塾 初台

公表：2019年2月1日 ■回答期間:2018年12月1日～2019年1月31日

ご連絡・ご相談を頂いた際には迅速に対応できるよう努めております。またその姿勢は今後も変わらず続けていきます。

① 父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催により保護者同士の連携が支援されているか

現状は行われておりません。次年度はスタッフ・保護者様、保護者様同士の交流が持てるよう懇親会等の開催を検討しております。

➁ 事業所の設備などは、スロープや手すりの設置などのバリアフリー化の配慮が適切になされているか

ご意見を頂き、今後の施設内設備の改善案の一つとして検討させて頂きます。

③ 放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子供と活動する機会があるか

現在はございません。→ 個別予約(日時)・個別療育のため団体での交流は現状難しいかと思います。

④ 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説明がされているか

2018年度整備をして施設内で各マニュアルを公開しております。周知・説明については次年度より発行予定の会報の中で説明していく予定です。

⑤ 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な訓練が行われているか

2018年度は防災マニュアルに沿った2回の防災避難訓練を実施。次年度も2回の防災避難訓練を実施予定です。

⑥ 子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか

⑩ 職員の配置数や専門性は適切であるか

ガイドラインに沿った人員数であり、常勤職員は児童指導員資格、非常勤においても大学にて専門の学部に所属している者を配置。資格取得や施設内外
の研修にてキャリアアップ・指導力の向上を目指しております。

●利用者様の声と回答

〇活動スペースはもう少し広い方がいいと思う。
→基本的な広さを変えることはできませんので、レイアウトを変更したり整理整頓を行い窮屈さを感じないように工夫していければと思います。
〇階段に手すりがあると安心です。
→よくご意見を頂くご意見でございます。今後の施設内設備の改善案の一つとして検討させて頂きます。
〇最近施設内を拝見していないため（施設内の状況が）不明です。
→お子様の様子を観覧に来た際、また面談などでお越しの際に施設内を観て頂ければ幸いです。2019年度にホームページ等をリニューアルしますので、そちらでも施
設の様子が観れるように工夫させて頂きます。
〇他の施設との交流はないが、事業所内で障害軽度の利用者と交流する機会がある。
→待機時などに沢山交流が持てて頂き幸いです。子ども達はみんな学校や学年に関わらず分け隔てなく楽しそうに過ごしてくれております。
〇さちクローズの際など2ヶ月以上後に知りました。郵送すべきではないですか。
→2018年度、相談支援事業所さちの利用者様には大変ご迷惑をお掛け致しました。ご利用なさってくださった皆様に深くお詫び申し上げます。マリリンスポーツ塾
初台と併設しておりましたが、別事業でしたので内容を把握して引継ぐまでにとても時間がかかってしまったのが理由です。ご利用者様全員にお知らせの書類を郵送
させて頂いております。継続のお手続きについては基本は区市町村の管轄になりますので福祉課の方へご連絡願います。もし解らない点(他の相談事業所の紹介・セル
フプランの方法等)がありましたら今後も引き続き誠意をもって対応・サポートさせて頂きますのでご一報願います。（→担当の高田まで）
〇報告を聞いておらず(防災避難訓練の)実施の是非が不明です。
→事業所の方で日時を設定しており、予約してくれている利用者様に直接連絡を差し上げております（全体連絡を行っておりません）。ご意見の通り実施報告につい
て現状ツールございませんでしたので、2019年度よりホームページや毎月発行する会報の中、施設内掲示にて実施予定と実施報告を行っていく予定でおります。

⑦ 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか

運動療育スペースにて整理・整頓やレイアウト変更試行(2019年1月)。他、待機スペース等も快適に過ごせるよう引き続き工夫してまいります。

⑧ 定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果を子どもや保護者に対して発信しているか

ホームページは現在改修中(2019年度より新規稼働予定）。会報は2019年度4月より配布できるよう現在調整しております。今年度内にホームページ・
プリント配布・施設内掲示にて自己評価を公表いたします。

⑨ 保護者に対して面談や、育児に関する助言などの支援が行われているか

現状は必要に応じて行わせて頂いております。サービスと質の向上のために、次年度より保護者様との個人面談についても検討してまいります。



■回答者数： 9名(回答率60%)

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない

① 子どもの活動等のスペースが十分に確保され ているか 6 2 1 0

➁ 職員の配置数や専門性は適切であるか 9 0 0 0

③
生活空間は、本人にわかりやすい構造化さ れた環境になって
いるか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリア
フリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている か

7 2 0 0

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 となっている
か。また、子ども達の活動に合わ せた空間となっているか

9 0 0 0

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、児
童発達支援計画が作成さ れているか

9 0 0 0

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ イドラインの「児童
発達支援の提供すべき支 援」の「発達支援（本人支援及び移
行支 援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容か
ら子どもの支援に必要な項目が適 切に選択され、その上で、
具体的な支援内 容が設定されている

8 1 0 0

⑦ 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 9 0 0 0

⑧ 活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか 9 0 0 0

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流 や、障害のない子
どもと活動する機会があるか

4 1 3 1

⑩ 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明がなされたか 8 1 0 0

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」のねらい及び支援内 容と、これに基づき作成された「児
童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がな された
か

8 1 0 0

⑫
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・トレーニン
グ等）が行われている

4 2 2 1

⑬
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、 子どもの発達の
状況や課題について共通理解ができているか

8 0 1 0

⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援
が行われているか

8 1 0 0

⑮
父母の会の活動の支援や、保護者会等の 開催等により保護者
同士の連携が支援され ているか

1 2 2 4

⑯

子どもや保護者からの相談や申入れについ て、対応の体制が
整備されているとともに、子 どもや保護者に周知・説明さ
れ、相談や申入 れをした際に迅速かつ適切に対応されている
か

9 0 0 0

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなさ
れているか

9 0 0 0

⑱
定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、連絡
体制等の情報や業務 に関する自己評価の結果を子どもや保護
者に対して発信されている

8 1 0 0

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 8 1 0 0

⑳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア
ル等を策定し、保護者に周知・説明されているか。また、発生
を想定した 訓練が実施されているか

4 2 0 3

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な訓
練が行われているか

2 0 3 4

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 9 0 0 0

㉓ 事業所の支援に満足しているか 8 1 0 0

2018年度は防災マニュアルに沿った2回の防災避難訓練を実施。次年度も2回
の防災避難訓練を実施予定です。2019年度より会報より周知予定。

楽しく通所し、楽しく過ごせるように工夫をしてまいります。また楽しいだけ
ではなく、大切な事も日々の中で伝えていければと考えております。

満足して頂けるよう、スタッフ一同精一杯支援させて頂きます。

現在、研修等を通して学び、施設として取り組んでいければと考えておりま
す。現在は必要に応じて個別で対応させて頂いております。

利用者様の状況を考慮し、お会いできる利用者様の保護者様には直接、そうで
ない場合はメール等や連絡表を通してお知らせしております。

ご連絡・ご相談を頂いた際には迅速に対応できるよう努めております。またそ
の姿勢は今後も変わらず続けていきます。

施設内外においても厳重に管理させて頂いております。契約時に個人情報の取
り扱いについても説明させて頂いております。他も含めて今後とも細心の注意
を払って対応していきます。

2018年度整備をして施設内で各マニュアルを公開しております。周知・説明
については2019年度より発行予定の会報の中で説明していく予定。
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運動療育スペースにて整理・整頓やレイアウト変更試行(2019年1月)。他、待
機スペース等も快適に過ごせるよう引き続き工夫してまいります。

電話・メール・LINEを通して連絡ができるよう整備しております。利用者様
の利便性を配慮し、楽に気持ちよく連絡できるよう準備していきます。

ホームページは現在改修中(2019年度より新規稼働予定）。会報は2019年度4
月より配布できるよう現在整備しております。今年度内にホームページ・プリ
ント配布にて自己評価を公表する予定でおります。

現状は必要に応じて行わせて頂いております。2019年度より面談についても
検討しております。

必要に応じてアセスメントを取りニーズを探り、利用者様のモニタリングを経
て、施設内にて意見を出し合い個別支援計画書を策定しております。

支援計画は本年度までは計画相談と併用で行ってきました。2019年度はマリ
リンスポーツ塾 初台として計画・策定してまいります。

日々個別に指導案を提示し、朝のミーティングで打ち合わせをしての指導を
行っております。指導案は個別支援計画書を元にしております。

継続的な療育・ランダムな指導内容等をその利用者に合わせて臨機応変に対応
しております。

現状、計画はございません。

初回アセスメント時、契約時に説明。また不明な点があればその都度ご説明さ
せて頂きます。また今年度より施設内にて気軽に閲覧できる形を取らせて頂い
ております。

現状は行われておりません。次年度はスタッフ・保護者様、保護者様同士の交
流が持てるよう懇親会等の開催を検討しております。

お会いできた利用者様の保護者様には手渡し時に説明。次年度ではなかなかお
会いできない保護者様とは状況を考慮しつつ面談を設けて説明をしていければ
と予定しております。

■回答期間:2018年12月1日～2019年1月31日

ガイドラインに沿った人員数であり、常勤職員は児童指導員資格、非常勤にお
いても大学にて専門の学部に所属している者を配置。また資格取得や施設内外
の研修にてキャリアアップ・指導力の向上を目指しております。

運動療育場所と待機場所(宿題・遊び場)は明確に区切られております。運動療
育場所に関して区切りが曖昧ですので分かり易く区切れるように工夫してまい
ります。

平成30年度利用者アンケート結果（公表）

児童発達支援・放課後等デイサービス　マリリンスポーツ塾 初台

公表：2019年2月1日

マリリンスポーツ塾の対応・改善策について

環
境
・
体
制
整
備

日々美化・整理整頓に努めていきます。

平素よりマリリンスポーツ塾初台をご利用いただきありがとうございます。厚生労働省により定められた「児童発達支援ガイドライン」に基づき、
先日ご協力いただいたアンケートの結果の公表と、頂いたご意見をもとにマリリンスポーツ塾初台における対応策・改善策を描きにお示し致します。

2019年度も引き続き気持ちよくご利用して頂けるよう努めて参りますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。



はい いいえ

① ✔

➁ ✔

③ ✔

④ ✔

⑤ ✔

⑥ ✔

⑦ ✔

⑧ ✔

⑨ ✔

⑩ ✔

⑪ ✔

⑫ ✔

⑬ ✔

⑭ ✔

⑮ ✔

⑯ ✔

⑰ ✔

⑱ ✔

⑲ ✔

⑳ ✔

㉑ ✔

㉒ ✔

㉓ ✔

㉔ ✔

㉕ ✔

㉖ ✔

㉗ ✔

㉘ ✔

㉙ ✔

㉚ ✔

㉛ ✔

㉜ ✔
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（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合） 子どもの主治医や協力医
療機関等と連絡体制 を整えている

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っている

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相 互理解を図ってい
る

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や
研修を受けている

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど も・子育て会議等へ積極的に参加している

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を 持ってい

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･ト レーニング
等）の支援を行っている

運営規程、利用者負担等について丁寧な説明 を行っている

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども等を支援している場合） 地域の保健、医療、障害
福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の 「発達支援（本
人支援及び移行支援）」、 「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容か ら子どもの支援に必要な項目が適
切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されて いる

児童発達支援計画に沿った支援が行われている

活動プログラムの立案をチームで行っている

活動プログラムが固定化しないよう工夫している

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を 適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成 している

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ の日行われる支援の内容や役割分担について 確認している

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた 点等を共有し
ている

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支 援の検証・改善につなげている

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計 画の見直しの必要性を判断している

障害児相談支援事業所のサービス担当者会 議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画してい
る

母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている

子どもの適応行動の状況を図るために、標準化 されたアセスメントツールを使用している

チェック項目

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である

職員の配置数は適切である

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された 環境になっている。また、障害の特性に応じ、事 業所の設備
等は、バリアフリー化や情報伝達等 への配慮が適切になされている

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に なっている。また、子ども達の活動に合わせた空 間となって
いる

業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標 設定と振り返り）に、広く職員が参画してい

保護者等向け評価表により、保護者等に対し て事業所の評価を実施するとともに、保護者等 の意向等を把握
し、業務改善につなげている

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価 表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行 うとともに、その
結果による支援の質の評価及び 改善の内容を、事業所の会報やホームページ 等で公開している

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニ ーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を
作成している

平成30年度 事業運営に関する自己評価表（公表）
厚生労働省により定められた「児童発達支援ガイドライン」に基づき社内アンケートを実施、その結果の公表となります。

2019年度も引き続き気持ちよくご利用して頂けるよう努めて参りますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

児童発達支援・放課後等デイサービス　マリリンスポーツ塾 初台

公表：2019年2月1日 ■回答期間:2018年12月1日～2019年1月31日



㉝ ✔

㉞ ✔

㉟ ✔

㊱ ✔

㊲ ✔

㊳ ✔

㊴ ✔

㊵ ✔

㊶ ✔

㊷ ✔

㊸ ✔

㊹ ✔

㊺ ✔

㊻ ✔

㊼ ✔

非
常
時
の
対
応

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に
説明し了解を得た上で、児童発達 支援計画に記載している

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、
相談や申入れがあった場合に迅速 かつ適切に対応している

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している

個人情報の取扱いに十分注意している

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情 報伝達のための配慮をしている

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと
もに、発生を想定した訓練を実施 している

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出 その他必要な訓練を行っている

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指 示書に基づく対応がされている

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作
成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を
得ている

定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている


